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商品の機能が十分に発揮されるように､この施工説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。
取り付け後は、お客様にご使用方法を十分にご説明ください。
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THF54型開閉バルブユニット

開閉ボタンユニット

下カバー

ねじ

取り付け前に、この｢安全上の注意｣をよくお読みのうえ、
正しく取り付けてください｡

開閉バルブユニットを取り外
す際は必ず止水栓または元栓
を確実に閉めてから行う
高温の湯が出て、やけどをしたり、
水漏れにより家財などをぬらす財
産損害発生のおそれがあります。

1. 安全上の注意

警告

必ず実行

開閉バルブユニットは絶対に
分解しない
特殊組立をしておりますので破損
します。

注意

分解禁止

警告

●この説明書では商品を安全に正しく取り付けていただき、お客様や
他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろい
ろな表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

この表示の欄の内容を無視して誤った取り扱い
をすると、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。

注意
この表示の欄の内容を無視して誤った取り扱い
をすると、傷害または物的損害が発生する可能
性があることを示しています。

　　は、必ず実行していただく「強制」内容です。
左図は、「必ず実行」を示します。

　　は、してはいけない「禁止」内容です。
左図は、「分解禁止」を示します。

●お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

①止水栓（湯側・水側）または元栓を確実に
閉める。

元栓
元栓

閉める

止水栓
（湯側・水側）

マイナス
ドライバー

2-1. 取替方法（※図は水栓製品品番：TUB40B30B）

1-1 旧ユニットの取り外し
要

重

④開閉ボタンユニット取り付けねじ（2カ所）をプラス
ドライバーでゆるめ開閉ボタンユニットを回転させ
ながら取り外す。

③下カバー取り付けねじ（5カ所）をプラスドライバー
でゆるめ、下カバーを取り外す。

※品番によっては、図と現品の形状が一部異なります。

※品番によっては、取り付け
　ねじ本数が異なります。

②流量調節ハンドルを全開にし、各開閉ボタンを押し、
安全ボタンを押しながら温度調節ハンドルを左右
　（湯側・水側）いっぱいに回し、中の水を抜く。

流量調節ハンドル
吐水口開閉ボタン
シャワー開閉ボタン

湯側止水栓

水側止水栓

温度調節ハンドル

安全ボタン

湯側

水側

注  意

取り外したねじはなくさないように注意してください。

ねじ



シャワー

吐水口

⑤取り替える方の開閉バルブユニットを固定している
　ねじ（4カ所）をゆるめ、バルブ押さえ板を外し、開
閉バルブユニットの溝にマイナスドライバーなどを
　差し込み、開閉バルブユニットを本体より引き抜く。

止水栓（湯側・水側）または
元栓を開け、各開閉ボタンを
押し、吐水口およびシャワー
から水が出るか確認する。

①流量調節ハンドルを反時計回りにいっぱいに回し、
全開にする。

②温度調節ハンドルを時計回り（水側）いっぱいに回し、
吐水口開閉ボタンを押す。
③流量が15L/分程度（洗面器一杯にするのに約15秒
弱）になるように水側止水栓で調節する。
止水栓を時計回りに回すと流量が少なくなり、反時
計回りに回すと多くなります。
④安全ボタンを押しながら温度調節ハンドルを反時計
回り（湯側）いっぱいに回し、③と同じように湯側
止水栓で流量を調節する。

流量が多すぎる場合などは、次の要領で止水栓を調節
してください。

①開閉バルブユニットの「ウエ」表示が本体の上側に
くるようにあわせて取り付ける。

②バルブ押さえ板を取り付け、ねじ（4カ所）を締め付ける。

③開閉ボタンユニットの凸部（3カ所）を本体の穴にあ
わせて回転させながら取り付ける。
④ねじ（2カ所）を締め付け
　開閉ボタンユニットを固
　定する。
⑤下カバーを取り付け、ね
　じで締め付け固定する。
⑥各開閉ボタンを押し、作動するか確認する。

⑥開閉バルブユニット
を取り出した本体内
部にごみなどがない
か確認し、ごみがあ
った場合は内部に傷
をつけないように取
り除く。

ねじ

バルブ押さえ板

マイナス
ドライバー

溝

「ウエ」表示

上側に

洗面器一杯
約15秒弱

吐水口
開閉ボタン

TUB40B31B、31ZB
　　　　  33B、33ZB

TUB40B30B、30ZB
　　　　  32B、32ZB

TUB40B31B、31ZB
　　　　  33B、33ZB

TUB40B30B、30ZB
　　　　  32B、32ZB

流量調節
ハンドル

全開にする

全開にする

温度調節
ハンドル

温度調節
ハンドル

安全ボタン安全ボタン
水側

湯側 水側

湯側

止水栓

マイナス
ドライバー

多くなる
少なくなる

下カバー

ねじ

開閉ボタンユニット
本体の穴

ねじ

※左右均等になるようにする

凸部

1-2 旧ユニットの取り外し（つづき）

2 新ユニットの取り付け

温度調節ハンドルのラインを“40”にあわせる。

3 温度調節ハンドルの調節

1 水出し確認

2 流量の調節

2-２. 3. 施工後の調節（※図は水栓製品品番：TUB40B30B）

注  意

湯側の流量調節をするときは、やけどなどに
十分注意してください。

注  意

ねじのゆるみがないようにしっかり締め付けて
ください。確実に締め付けられないと水が漏れ
ることがあります。

※品番によっては、図と現品の形状が一部異なります。

ねじ

バルブ押さえ板
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